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過去の実施事業の一覧

も掲載しています！ 

【8ページ～】 
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 本事例集の発行にあたって                                    
「船橋市市民公益活動公募型支援事業」は、「市民との協働によるまちづくり」があらゆる場面で

展開されるように、市民の皆さんによる地域に役立つ取組みに対し、平成２２年度に創設されまし

た。 

本事例集は、事業創設初年度から、事業を実施した団体の協力を得て毎年度作成しています。こ

れまで作成した事例集は、市ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。 

 

 令和元年度 交付実績                                        

種別 申請件数（件） 採択件数（件） 交付件数（件） 交付額（円） 

Ⅰ型 0 0 0 0 

Ⅱ型 5 4 3 315，378 

合計 5 4 3 315，378 

 

 

目 次 

本事例集の発行にあたって ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1ページ 

令和元年度 交付実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1ページ 

令和元年度 実施事業  ()は事業名  

 1 みんなの家こっこ 

(こっこで学ぼう２０１９) 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2ページ 

 2 船橋の民話をきく会 

(子ども達に船橋の民話を、のこす・つたえる・ひろめる・とどける事業) 
・・・・・ 4ページ 

 3 ワーカーズコープちば 

(ふなばし制服バンク事業) 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6ページ 

 これまでの交付実績(平成２２年度～平成３０年度) ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8ページ 

支 援 金 の 種 別 支援率上限 限度額 

Ⅰ型 

１つの公益的なイベントの実施に対する支援金 

支援対象経費の

80% 
１0万円 

Ⅱ型 

一連の公益的な活動に対する支援金 

支援対象経費の

50%  
100万円 
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課
題 

普段食べている食材について、子どもたちが学ぶ機会が少ない 

  

事

業 

内

容 

・

目

的 

お魚教室、農業体験  

 【目的：子どもたちの食への関心を高め、食べ物や命を大切にする心を育む】  

☑ いつ？   令和元年６月３０日（日） ☑ 内容は？ 

☑ どこで？  ハレカフェ（市内浜町１） ・迫力ある漁の映像鑑賞 

☑ 何を？   お魚教室  ・朝とれたスズキのさばき方見学 

☑ 講師は？  船橋港の漁師の方 ・料理（あら汁） 

☑ 対象は？  地域の小学生 ・試食 

※ 団体の活動拠点の見直し等により、当初予定していた農業体験は未実施 
  

事業費(Ａ) 10,194 円  支援金(Ｂ) 5,097 円 

（事業収入：なし）                  （事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ）：50.0％）  

事業費内訳 
 

１ お魚教室講師代 10,000円 

２ お魚教室材料費 194円 

1～2 合計 (Ａ) 10,194円 

  

効
果 

普段見ることのできない、魚がさばかれる様子を間近で見学して、魚に興味をもっても

らえた。食べ物や命を大切に考えるきっかけになれた。 

 

工夫 

したこと 

・ 実際の船橋港の漁師の方に、漁や魚について話をしてもらったこと。 

・ 子ども達の目の前で、魚をさばいてもらい、解説をしてもらったこと。 

・ さばいた魚を料理して食すことで、食べるということについて一連の流れを体験す

ること。 
  

担当者 

より 

船橋市は漁業が盛んであるが、子ども達は普段それを身近に感じる機会が少なく、

魚を丸ごと一匹見る機会も、さばく様子を見る機会も少ないです。食事をするというこ

とは命をいただくということ。子ども食堂を通じてそれらを子ども達に伝える機会を

設けることができて良かったと感じています。 

お忙しい中講師を務めてくださった山本さんに感謝するとともに、この活動をこれ

からも実施していきたいと強く感じています。 

 

団体名 みんなの家こっこ  

事業名 こっこで学ぼう２０１９ 種別 Ⅱ型（１年目） 



- 3 - 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

【団体概要】 
平成２９年２月から、子どもたちの孤食解消を居場所づくりの活動として、 

湊町地区、令和元年 10月からは宮本地区に引っ越して子ども食堂を開催。 
今後も、地域でどんな活動ができるのか、何を求められているのか 

を探求していきたい。  

連絡先 氏名: 笹田 明子  ℡ 090-1760-3907 e-mail: akikosasada2@gmail.com 

 

Facebookで 

情報発信中！ 
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課
題 

① 市内には多くの民話があるが、専門家、関係者向けの記録用保存を目的とした文献が

多く、広く市民になじみがない。 

② 船橋市は市街からの転入者の割合が増えており、古くから地域に伝わる民話がどんど

んきえゆく状況にある。 
  

事

業 

内

容 

・

目

的 

本と紙芝居の作成とそれらを使った講座の開催、本の配布 

 【目的：船橋の民話を後世に伝えていく 】 

☑ 何を？ 船橋に伝わる民話の本 ☑ その他 

作成した本や紙芝居を使って講座

を実施する予定であったが、新型コ

ロナウイルス感染症の影響で、未実施

となった。 

☑ 何冊？ １３２冊 

☑ 配布先は？ 

 市内の小中学校、図書館、郷土資料館、各図書

館（国立、県立、近隣市）、近隣市民話の会 他 
  

事業費(Ａ) 445,609 円  支援金(Ｂ) ２２７,８０４円 

（事業収入：なし）                  （事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ）：50.0％）  

事業費内訳 

1 書籍デザイン 200，000円 5 施設使用料 2，130 円 

2 書籍印刷 146，599 円 6 その他コピー代等 15，380 円 

3 書籍送料 41，500 円 1～6 合計(Ａ) 455，609 円 

4 紙芝居製作 50，000 円   
 

  

効
果 

市内の各地に伝わる民話を１冊にまとめ、記録保存の意味合いが強い文献ではなく、市

民や子どもたちが手に取りやすい本として作成し、配布したことで、船橋市民が地域に親し

みや愛着を持つ一助となった。 
 

工夫 

したこと 

・ 多くの人に手に取ってもらえるよう、サイズ、ページ数、紙質、デザインにこだわった。 

・ 子どもにわかりやすいよう、ストーリーを再編集し、見開きにお話MAPを入れた。 

・ どのページを開いても話の世界が広がるよう、挿絵や写真を多くし、コラムを書いた。 

  

担当者 

より 

「ふなばしむかしむかし」は、人びとの暮らしや心を伝えてきた民話を、子どもが楽しく

読める本にしました。紙芝居「ささ姫の恋」は海や川の生き物が登場、船橋の自然を伝え

る作品です。会員が 30 年かけて聞き取り、記録した中から話を選び再話する作業は大

変でしたが、やり遂げてホッとしています。 

支援金の書類作成は慣れないため骨がおれました。でも市の支援金がなければ出来

ませんでした。心から感謝します。 

コロナの影響で延期した講座は、終息後再開したいと思います。 

団体名 船橋の民話をきく会  

事業名 子ども達に船橋の民話を、のこす・つたえる・ひろめる・とどける事業 種別 Ⅱ型（1年目） 
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団体概要  
地域の古老を訪ね、話を聴いて記録し「ふなばしむかしむかし」という冊子を定期的に作成して

いる他、古くから伝わる風習や民話について、一般市民を対象にした講座を開催している。また、
公民館まつりや老人福祉センター等地域のイベントに参加し、民話の語りを行っている。 

連絡先 氏名： 荒石 かつえ ℡ 047-424-5298 e-mail： 15ya.-othuki.san@ezweb.ne.jp 
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課
題 

貧困対策及び資源の循環を促進したい。 

  

事

業 

内

容 

使用した船橋市公立中学校の標準学生服やかばん等の学用品の回収及び販売 

【目的： 制服の再活用による貧困問題への手助け及び支援循環の促進 】 

 

事業費(Ａ) ２５１,４７７円  支援金(Ｂ) ８２,４７７円 

（事業収入：１６９，０００円）             （事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ）：３２.８％）  

☑ どこで  市内全域 ☑ 回収・販売実績は？ 

☑ 対象   中学生の子をもつ家庭 （回収）  １３９点 

☑ いつ   １年をとおして（平成２９年より３年目） （販売）   ７９点 

事業費内訳 

１ クリーニング代 １６５，５３５円 ３ チラシデザイン料 20，000 円 

２ 消耗品費 ４０，２００円 ４ チラシ印刷代 25，742 円 

 1～4 合計(Ａ) 251，477 円 
 

  

効
果 

・ 安価で制服が手に入ることで、子どもたちが差別のない学校生活を送ることができた。 

・ 利用者にとって、資源を大切にしたり、引き継いだりすることの意識が強くなった。 

・ 地域の高齢者がボランティアとして関わってくれたことで「地域で子供たちを支える」と

いう雰囲気が作られた。 

 

工夫 

したこと 

・ 市内で行われるイベントに参加したり PTA 連合会へ働きかけたり、広く広報活動を

行った。 

・ 回収した制服等のクリーニング業務を、近隣の障害者福祉施設へ委託する事で、地

域の仕事おこしを行った。 
 

担当者 

より 

地道な広報活動を３年間行ってきて、「制服バンクがある」という安心感を利用する

方の中に感じることが増えてきました。また、使い終わった制服を活用してほしいとい

う思いも、回収した制服に添えられた、中学校名や状態を詳細に記したメモ、思いを綴

ったお手紙から沢山受け取りました。 

子育てにおける悩みの中で、特に経済的な不安は出口が見えず、負担が大きいもの

です。 

市からの就学支援制度もありますが、引越しやいじめ被害など様々な理由で転校が

必要になったり、急激な成長でサイズアウトした場合の公的支援は現状ありません。 

今後も工夫を重ねながら、長くこの活動を続けていきたいと思っています。 

 

団体名 ワーカーズコープちば  

事業名 ふなばし制服バンク事業 種別 Ⅱ型（３年目） 
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団体概要 
労働者が共同して地域社会に役立つ事業を行い、労働者の生活及び地位向上を図るととも

に、まちづくりに貢献することを目的として活動しています。事業内容は、訪問介護事業、求職者
支援事業、生活困窮者支援事業、学習支援事業、フードバンク事業など。 

連絡先 氏名: 岩下 芙由子 ℡ ０４７－４６７－４９２０ e-mail: seifuku.bank@gmail.com 
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これまでの交付実績 

(平成２２年度～平成３０年度) 

 補助金を使って事業を実施した団体と事業名の一覧です。分野ごとに掲載してい

ますので、過去の事例を参考に、本制度の活用を検討していただけると幸いです。 

 各事業の詳細は、過去の事例集をご覧ください。 

過去の事例集（市HPにリンクしています。）    ※「H○○」は実施年度を示しています。 

H22 

 

H23 

 

H24 

 

H25  H26   H27  

H28  H29  H30     

保健、医療又は福祉の増進     

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

船橋市手話サークル さざ

んか 

ひろげよう“手話の輪”！聞こえない人たちも暮ら

しやすい船橋に 
H30    

ＮＰＯ法人生き方応援団ララ 
心のバリアフリーで船橋をモデル都市に！障がい

福祉事業 
H28    

ふれあい船橋 触れ合うことによるコミュニケーションの提案事業 H27 H28   

公益社団法人船橋地域福

祉・介護・医療推進機構 

「食と健康」に関するシンポジウムの開催 H22 H23 H24 H25 

船橋地域福祉相談会 「船橋福祉塾」 H26    

ＮＰＯ法人うえるかむ権利擁

護サポートセンター船橋 

知的障害者と家族等の権利擁護と成年後見制度の

相談と支援事業 
H23 H24 H25 H26 

ＮＰＯ法人 船橋ウォーキン

グ・ソサイエティ 

市民の為の各種ウォーキング体験会にて、健康増

進活動推進事業 
H23 H24 H25 H26 

オアシス家族会 精神障害者を抱える家族に対する支援事業 H24 H25 H26  

特定非営利活動法人 千葉

県中途失聴者・難聴者協会 

文字を生かしてコミュニケーション「筆談を学ぼう」

講座 
H24 H25 H26  

市民後見センターちば・船橋 
成年後見制度を広く船橋市民に広め、市民後見人

を養成する事業 
H23 H24 H25  

プレシャスライフ倶楽部 
粋・活き健康生活づくりですこやか船橋！市民協働

の健康とまちづくり事業 
H24    

NPO法人シニア・システム

協議会 

中・高齢者のためのマナトモ大学で生涯学習をたの

しもう 
H22    
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社会教育の推進 

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

正伯塾 ふなばし郷土史講座 H27    

“伝えよう船橋”の会 
船橋かるたによる、子供の健全育成を図る活動及

び住みよい魅力あるまちづくり推進 
H24 H25 H26 H27 

  

まちづくりの推進  

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

丸山を元気にする会 
周辺農家、大学生、専門家と連携した魅力的な船橋

市丸山地域づくり事業 
H27    

船橋金杉 club 地域友好促進支援サポート事業 H22    

街に花と緑の会 前原西２丁目花と緑のまちづくり活動 H23 H24 H25 H26 

ふるさとまちづくりの会 お休みどころ「かつしか」の設置 H22    

ふなばしっぷ海遊創生協議

会 
「船橋お散歩海道」プロジェクト H22 H23   

船橋美し学園街づくり館運

営協議会 

坪井地区（船橋美し学園）コミュニティ自立推進活

動 
H22    

 

 学術、文化、芸術又はスポーツの振興 

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

船橋の民話をきく会 
子ども達に船橋の民話を、のこす・つたえる・ひろ

める・とどける事業 
R1    

船橋障害者スポーツ・レクリ

エーション協会 

船橋市障害者スポーツ・レクリエーションの普及・推

進 
H24 H25 H26 H27 

千葉 桃の会 世代を超えてみんなで唱歌・童謡を歌おう H23 H24 H25 H26 

ＮＰＯ法人 囲碁文化継承の

会 

囲碁交流による健全な児童、健全な家庭、潤いの

ある地域社会づくり事業 
H22 H23 H24  

湖紫萠花のサークル 伝統文化 子どもたちのいけ花教室 H22 H23   

自遊時感工房 
地域におけるスポーツを通じた障害者の社会参加

の促進！ 
H22 H23   

二和劇場ボランティア実行

委員会 
市民が創る二和劇場 初笑い二和寄席 H22    
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環境の保全 

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

三番瀬写真展実行委員会 みんなの三番瀬写真 H27 H28 H29  

フィールドミュージアム・三

番瀬の会 

三番瀬をフィールドとし、生き物の生物生態系や自

然環境の循環を学び、市民としてまちづくりに貢献

する事業 

H23 H24 H25 H27 

坪井湿地を復活する会 坪井のヘイケボタル復活計画 H24 H25 H26 H27 

三番瀬カレンダー制作実行

委員会 
三番瀬カレンダー制作 H24 H25 H26  

ＮＧＯ三番瀬のラムサール条

約登録を実現する会 

三番瀬・東京湾のお魚・生き物出前授業 H27 H28   

三番瀬食文化出前講座 H22 H23 H24 H25 

ふなばし木の子の森 ふなばし木の子の森：わんぱく講座 H24    

ＮＰＯ法人 環境を考える市

民の会 

市民と育む持続可能な環境に向け学び塾の実施 H28 H29 H30  

市民と育む海老川うるおい創生活動 H22 H23 H24  

アースドクターふなばし 

～次世代を担う子どもたちに向けて～ 

地球温暖化防止・啓発事業 
H29    

めざすはストップ地球温暖化 H22    

塚田環境フェア２０１０実行

委員会 
塚田環境フェア２０１０と１５周年事業 H22    

 

災害救援  

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

ＮＰＯ法人シビルまちづくり

ステーション 船橋防災関連

プロジェクトチーム 

「土砂災害から身をまもる」に関する調査・提言、知

識普及および広報事業 
H27    

地震による防災（液状化等）の調査・提言、知識普及

および広報事業 
H25 H26   

船橋 SLネットワーク いざ災害！！わが身わが命は自分でまもる H22 H23 H24  

 

地域安全  

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

船橋東交通安全協会 
交通安全を市民に普及する交通安全広報・啓発活

動事業 
H22 H23 H24  

（社）船橋交通安全協会 交通安全を市民に普及する交通安全及び啓発活動 H22 H23 H24  
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自転車運転マナー推進委員

会 
公道走行に於ける自転車安全マナー実践教室開催 H22 H23 H24  

 

人権の擁護又は平和の推進 

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

原爆の絵展・平和のつどい

実行委員会 
平和啓発事業 H22 H23 H24  

 

国際協力  

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

船橋英語連盟 

船橋市が国際都市にふさわしい親善や交流を行え

る資質のある市民を増やす。船橋市民として英語

を通して国際感覚、外国人とのコミュニケーション

力を身につける。 

H24 H25 H26  

 

 男女共同参画社会の形成 

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

船橋パパ会 
「家族で子育てを楽しむ地域づくり～パパが変われ

ば地域が変わる～」 
H30    

船橋ワーキングマザーの会 働く/働きたいママのための地域コミュニティ H25 H26 H27 H28 

  

子供の健全育成  

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

子ども食堂 こっこ こっこが街にやってくる＆こっこで学ぼう H30 R1   

ワーカーズコープちば 制服バンク H29 H30 R1  

親業ひまわりの会 
心と心のかけ橋を作り、コミュニケーションの基本

を学び広める公益活動 
H25 H27 H28  

夢を育てるキャリア教育の

会 

「自分らしく生きる力を～」夢を育てるキャリア教育

の推進・普及活動とキャリア教育支援活動事業 
H27    

ＮＰＯ法人 くーおん 
「からだつくりを通じて心を育てる」運動が苦手な

子への運動サポート事業 
H25    

MあんどＢ 読書活動の一環として子どもの人形劇講座 H24    

０・２歳児親子遊び「かしの

木会」 
０・２歳児親子遊び事業「どんぐり会」「ジーバー会」 H22 H23 H24  
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西船保育園父母会 

孤独な育児に対してのアプローチ『ひとりぼっちで

悩むのはやめよう』虐待防止に対してのアプローチ

『子育てを大いに楽しもう』 

H23    

パートナーズオブライフ 
高齢者が生き生き人生を全うするための協働支援

事業 
H22    

 

経済活動の活性化 

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

船橋漁港の朝市委員会 みんなおいでよ！船橋漁港の朝市 H24 H25 H26 H27 

丸山を元気にする会 

丸山を元気にしよう！朝市・夕市の開催＆丸山ひ

まわり１１０番を探せ！ハロウィンウォークラリーイ

ベント開催 

H22 H24 H26  

ふなばし街歩きネットワーク 
船橋市における街案内ボランティア組織と活動の

創出および人材育成事業 
H22 H24 H25  

ＮＰＯ法人 ベイプランアソ

シエイツ 
船橋新交通・渡船 FunabaSeaBus（水上バス） H22    

船橋商工会議所青年部 市民・来訪者が求める船橋市のアンケート調査事業 H22    

 

ＮＰＯ支援  

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

市民協働推進連絡会 市民活動の活性化へのサポート H24 H25   

 

その他  

    

団 体 名 事 業 名 実 施 年 度 

船橋市援農クラブ 農業ボランティア事業 H26 H27 H28 H29 

船橋納税貯蓄組合連合会 租税納付及び広報活動関連事業 H22    

 

（複数年度にわたり事業を実施した場合、最終年度の事業名を掲載しています。） 
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船橋市 市民生活部 市民協働課 

〒２７３－８５０１ 船橋市湊町２－１０－２５ 

ＴＥＬ：０４７－４３６－３２０１ 

ＦＡＸ：０４７－４３６－２２９９ 

E-mail：shiminkyodo@city.funabashi.lg.jp 

  


